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の 卵成 熟促進 作 用
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ーナ ル 抗体

（3A4 ）の 対応抗原 の 分析
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【目的 】ラ ッ ト卵巣に EGF の リセ プ タ
ー
の 存在が知

られ ， さらに E （｝Fは顆粒膜細胞に 作用 し gonado
−

tropin に よる steroidgenesis を修鮒 る こ とが報

告され てい る 。 今回我 々 は．EGF の 卵胞細胞におけ

る progesterone （P4 ），
　 prostaglandins （PGs ）

産生能と， 卵成熟に対する効果を検討した 。 【方法 翌

PMS で前処理 し たWistar 幼若雌ラ ッ トか ら成熟卵

胞を採取 し， 15 ％ 一
’
　CS 加 mBWW 中 に マ ウス EGF

また は hG （｝を 添 加 して 12 時間器官培養した 。 ま

た卵胞から取出 した cumulus
−
eocyte 　 cemplex

（COC ）と denuded −
oocyte （DO ）は，　 sponta

−

neous 　maturation を抑制するため に 10mM （B叺
cAMP と0．2mM 　3 − isobutyi − 1− rrrethyl 　 xan

−

thine を mBWW に 加 え，前者は 3 時間，後者は 1、　G

分間培養した。 培養終了後， 卵は gerrninal 　 veskcle

breakdOWn （GVB ）の 率を観察 し凍結乾燥試料と

し ， 解糖系の 律速酵素で ある phosphofrvctokinase

（PFK ）の 活性 を NAD サ イ ク リ ソ グ法 に よ り測定

した 。 また卵胞培養前後の medium 中の P4 ， P（｝E ，，

PGF を RIA に よ り測定した 。 K成績 】卵胞培養卵

の場合，GVB 率とPFK 活性は無添加群に較べ ，

EGF 群では濃度 25 〜100 　 ng ／me の 範囲で 用量反

応的 に増加 し 100ng ／ntで hGG 群 （10　i− ／祕 ）と同

レ ベ ル に達した 。
COG ，　 DO 培養の 場合 ，

　 GVB は

抑制さ札 た ままで ある が， EGFlOOng ／nd 添カロに

より PFK 活性は有意に上昇し た。 また卵胞細胞に お

い て EGF に よりP4 お よび PGs の 産生が促進され た 。

【結論】EGF は hCG と同様 に 卵胞細胞 に作用 し て

馬 お よびPGs 　の 産生を促進する とともに ， 卵胞卵

を成熟させ る。 また EGF は DO 培養系にお い て も

PFK 活性を上昇させ，卵 へ の 直接作用 もある こ と が

示唆され た。

〔目的 〕 哺乳 動物 卵透 明帯 （ZP ） は ， 3 つ の 主

要蛋 白質よ り構成 さ れ ，マ ウ ス で はそ の 各 々 が 受

精 に お い て ，精子 レ セ プ タ
ー，多精 子受精 拒否 な

ど 特定 の 役割を 果 して い る こ と が 知 られ て い る 。

ブ タ ZP は ，二 次 元電気 泳動 に よ り 3 つ の 主要糖

蛋 白質 に 分 離 さ れ ．そ れ ぞ れ フ ァ ミ リーを形 成す

るが ，機能 との 関係 は 明 らか で な い 。 今回我 々 は ，

ヒ ト と ブ タ ZP と反応 し ，ブ タ の in　 vitro 受 精 を

阻害する モ ノ ク ロ
ーナ ル 抗体 3A4 を用 い ，そ の

対 応抗原 エ ピ ト
ー

プが ZP構 成蛋 自 と して は minor

な 別 の ベ プ チ ド に存在す る こ とを明 らか に し た の

で 報告 す る 。

〔方 法 〕熱可 溶化 ブ タ ZP を 酵素あ る い は 化学処

理 し て ，そ の 残 存 活 性 を ELISA 法 に よ り 測 定

し た 。分 子 量 ・等電 点 の 決 定 に は ，SDS −PA

GE 法及 び二 次元電気泳 動法 を用 い た 。

〔成績〕各 処理後 の 対応 抗原 残存活性 は ，蛋 白分

解酵素で 著 しく低 下 し，糖鎖 分解酵 素 で は ．ほ と

ん ど低 下 しなか っ た 。 ま た 過 ヨ ウ 素酸 ，ト リ フ ル

オ ロ メ タ ン ス ル ホ ン 酸 な ど 強 い 糖鎖変性 剤 で 処 理

して も抗原活性 は残存す る こ とか ら，対 応抗 原 は

ペ プ チ ド部分に依存す る割合が 大 き い と思 わ れ た 。

ま た 電気泳動の 結 果 ．対 応抗原 は非還元 条件 下 で

は ，PI　3 〜10に 連 続 し て 分 子量 92k．dに 検 出 され

た 。

一方還 元 条 件下 で は ，PI　 3 −一　10の 範 囲 に ，

分子量 は20〜30kd に ，10個 の ス ポ ッ ト．が検 出され た 。

〔結 論 〕 ブ タ ZP は ，　 ZP　1 ， ZP　2 ，ZP 　3 の

フ ァ ミ リ
ー

糖蛋 白質が主 要 構成成分 で あるが ，低

分 子量 の 糖蛋 白 に つ い て は 殆 ど 報告 が な い 。今回

初め て ，モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 3A4 を用 い て 低分

子糖蛋 自の 存在を 明 らか に す る とと も に ，そ れ が

等電 点を異 に す る糖蛋 白 フ ァ ミ リーよ り成 り，S−

S結 合に よ り92kd分子 と して 存在す る こ とを 明 ら

か に した 。
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